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　東京都中央区（山本泰人区長）は、同区

築地一丁目の本庁舎にＬＰガス非常用発電

機を今年度新たに導入した。11階のテラ

スにデンヨー製26kVA×３台の計78kVA、

ＬＰガスは50kg容器３系統（14本×２、

12本×１）を設置。供給は都内で中核充

填所を運営する富士瓦斯（本社・東京、津

田維一社長）が担う。中央区は日本橋や銀

ニュースハイライト
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座、築地など世界的な観光地を擁する都心

中の都心。その本庁舎の非常用電源にＬＰ

ガス仕様の発電機が採用された意義は大き

い。

　「設置場所が11階テラスのため、荷重負

担が小さいこと、振動や騒音が少なく、燃

料として経年劣化がないことからＬＰガス

を選んだ。特に業務に支障を来たさないな

ど、静音性を高く評価した。また、既存の重油仕様に加え、エネルギー複層化と

いう観点で選択した」（小林寛久総務課長）。

　同庁舎では従来、重油仕様の非常用発電機400kVA、重油タンク1,950㎘で消

防用ポンプや貨物用エレベーター、電灯など設備系の非常時給電をカバーしてい

たが、従来仕様では発災後17時間が給電リミットであったことから、今般タン

ク容量を倍増（3,900㎘）するとともに、業務系電源をＬＰガス非発からの給電

に切り分けた。ＬＰガス非発による電力は、１～９階の各フロアに停電専用回路

を敷設、各コンセントに電力を供給することで、パソコン170台、コピー機20台、

テレビ約20台のほか、スマートフォン充電などに活用される。今後の検討次第

では、特別出張所など区の主要施設へのＬＰガス非発導入の可能性もある。

　同区の人口は目覚ましいマンション開発などで右肩上がりの増加を続け、20

年には17万人を超え、27年には20万人、31年には21万人に達すると見込まれる。

加えて企業数や観光人口も多いことから、地域防災力の向上に注力しており、防

災拠点として区内24カ所の避難所、副拠点７カ所、要介護高齢者や障害者を対

象にした福祉避難所の整備、防災区民組織の活動支援を行っている。帰宅困難者

対策では、区内企業と連携しながら事業所防災対策の普及啓発や帰宅困難者一時

滞在施設の確保なども行っている。また、９割以上の世帯がマンションなどの共

同住宅に住んでいることから、室内が安全であれば住み慣れた自宅で生活を続け

る「在宅避難」を基本的な避難行動として推奨するとともに、マンションでの共

助の防災体制づくりを促進するため、独自の「中央区防災対策優良マンション認

定制度」で防災資機材の支給や防災訓練経費の助成も行っている。

　今年度は、東京都の助成制度（区市町村災害対応力向上支援事業補助金）を活

用し、防災区民組織やマンション防災組織への通信確保支援として15万円を上

限にＷｉ―Ｆｉルーターや非常用発電機（ガソリン式、カセットボンベ式、蓄電
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池など）などの購入費用助成（防災区民組織は購入費助成と発電機など供与のい

ずれかから選択可能）を実施し、多くの組織がこの事業を活用している。

　　　　◆１月末ＬＰガス市況、10㎥は４円高の9,136円

　石油情報センターが５日に発表したＬＰガス価格情報によると、主要需要帯で

ある10㎥の１月31日現在の全国平均価格（速報値）は、12月27日現在の前回調

査と比べて４円高の9,136円だった。

　10m³の地域別では、北海道が10,963円（前月比22円高）、東北が10,052円

（同15円安）、関東は8,531円（同２円安）、中部が8,992円（同４円高）、近畿が

8,831円（同15円高）、中国が9,594円（同10円安）、四国は8,827円（同２円高）、

九州・沖縄が9,145円（同22円高）となっている。

　他需要帯の全国平均価格は、５㎥が5,616円（同４円高）、20㎥が15,807円（同

24円高）、50㎥が34,228円（同42円高）だった。

　　　　◆広島県協が２会場で研修会、改正省令の動向を共有

　広島県ＬＰガス協会（泉博之会長）は１月20日に広島県尾

道市のベイタウン尾道、21日に広島市の広島県ＬＰガス会館

で「ＬＰガス法改正省令に関する研修会」を開いた。両会場で

289人が受講した。

　21日の広島会場では冒頭に泉会長があいさつし「研修会は

ＬＰガス法改正省令の概要の解説だけでなく、施行前後での状

況の変化、通報フォームに寄せられた事象など、足下の現状を正しく認識するこ

とが重要と考え、この時期に開催することにした。省令改正に伴う立ち入り検査

時の確認事項、確認方法の変更内容、実効性確保に向けた規制当局の今後の取り

組み、事業者への要望事項など実務面での対応も含めた内容となっている」と説

明。そのうえで「ＬＰガスがお客さまから選択されるエネルギーであり続けるた

め、社会から信頼され誇れる業界であり続けるため、襟を正して真摯に取り組み

を進めていきたい。研修会が順守すべき法令を正しく認識するとともに、しない、

させない風土を醸成する機会になればと思う。今年の干支、乙巳（きのと・み）

は変化を受け入れて柔軟に対応しながら成長を遂げる年と言われている。われわ


